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【第1部】基礎編（Q1〜Q20）

Q1．答え：推量

解説：「咲か」は四段「咲く」の未然形＋「むず」。三人称（花）なので推量。「咲くだろう」。

Q2．答え：意志

解説：「帰ら」は四段未然形＋「むず」。主語が一人称「われ」なので意志。「帰ろう」。

Q3．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独で未然形「行か」に付く。「むず」ではない。「行けない」。

Q4．答え：推量

解説：「降ら」は四段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「降るだろう」。

Q5．答え：意志

解説：「仕遂げ」は下二段「仕遂ぐ」の未然形＋「むず」。主語が一人称「われ」で、「必ず」と決意を述べているので

意志。「私は必ず成し遂げよう」。

Q6．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独で未然形「言は」に付く打消。「何も言わない」。

Q7．答え：推量

解説：「解け」は下二段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「解けるだろう」。

Q8．答え：意志

解説：「討た」は四段未然形＋「むず」。一人称「われ」の決意で意志。「討とう」。

Q9．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「つゆ…ず」で「まったく知らない」。

Q10．答え：推量

解説：「乱れ」は下二段未然形＋「むず」。三人称（世）なので推量。「乱れるだろう」。

Q11．答え：意志

解説：「せ」はサ変「す」の未然形＋「むず」。主語が一人称「われ」で、決意を述べているので意志。「私は出家しよ

う」。

Q12．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「え…ず」で不可能。「見られない」。

Q13．答え：推量

解説：「鳴か」は四段未然形＋「むず」。三人称（鳥）なので推量。「鳴くだろう」。

Q14．答え：意志

解説：「書か」は四段未然形＋「むず」。一人称「われ」の意志。「手紙を書こう」。

Q15．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「帰らない」。「帰らむず（帰るだろう）」と混同しない。

Q16．答え：推量

解説：「満た」は四段「満つ」の未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「満ちるだろう」。

Q17．答え：意志

解説：「上ら」は四段未然形＋「むず」。一人称「われ」の意志。「上京しよう」。



Q18．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「名を知らない」。

Q19．答え：推量

解説：「暮れ」は下二段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「暮れるだろう」。

Q20．答え：意志

解説：「留まら」は四段未然形＋「むず」。一人称「われ」の意志。「留まろう」。

【第2部】標準編（Q21〜Q50）

Q21．答え：推量

解説：「寄せ」は下二段未然形＋「むず」。三人称（敵）なので推量。「攻め寄せるだろう」。

Q22．答え：適当・勧誘

解説：「詣で」は下二段「詣づ」の未然形＋「むず」。「いざ給へ」（さあ、いらっしゃい）と相手を誘っているので勧

誘。「さあ、いらっしゃい。（いっしょに）お寺にお参りしよう」。

Q23．答え：意志

解説：「守ら」は四段「守る」の未然形＋「むず」。主語が一人称「われ」の決意なので意志。「私がこの姫君をお守り

しよう」。

Q24．答え：推量

解説：「沈ま」は四段未然形＋「むず」。三人称（舟）なので推量。「沈むだろう」。

Q25．答え：適当・勧誘

解説：「帰ら」は四段「帰る」の未然形＋「むず」。主語が二人称「君」で、相手への助言なので適当。「夜も更けた。

あなたは早く帰るのがよい」。

Q26．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「少しも違わない」。

Q27．答え：推量

解説：「広がら」は四段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「燃え広がるだろう」。

Q28．答え：意志

解説：「泊まら」は四段「泊まる」の未然形＋「むず」。主語が一人称「われ」なので意志。「私は今夜はここに泊まろ

う」。

Q29．答え：適当・勧誘

解説：「いざ・もろともに」を伴う勧誘。「さあ、いっしょに行こう」。

Q30．答え：推量

解説：「隠れ」は下二段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「隠れるだろう」。

Q31．答え：意志

解説：「告げ」は下二段未然形＋「むず」。一人称の意志。「こうだと告げよう」。

Q32．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「最後まで従わない」。

Q33．答え：推量

解説：「来たら」は四段「来たる」の未然形＋「むず」。三人称（春）なので推量。「来るだろう」。

Q34．答え：適当・勧誘

解説：「留まら」は四段「留まる」の未然形＋「むず」。主語が二人称「君」で、相手への助言なので適当。「雨がひど

く降っている。あなたもしばらくここに留まるのがよい」。



Q35．答え：推量

解説：「あらはれ」は下二段未然形＋「むず」。三人称なので推量。「現れるだろう」。

Q36．答え：意志

解説：「参ら」は四段未然形＋「むず」。主語が一人称「我」なので意志。「私は先に参上しよう」。

Q37．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「え…ず」で「答えられない」。

Q38．答え：推量

解説：「崩れ」は下二段未然形＋「むず」。三人称（堤）なので推量。「崩れるだろう」。

Q39．答え：適当・勧誘

解説：「来」はカ変「来」の未然形「こ」＋「むず」。主語が二人称「君」で、「いざ」と誘っているので適当・勧誘。

「さあ、あなたもいらっしゃい（来るのがよい）」。

Q40．答え：意志

解説：「報い」はヤ行上二段「報ゆ」の未然形＋「むず」。主語が一人称「われ」の決意なので意志。「この恩に、私は

必ず報いよう」。

Q41．答え：推量

解説：「吹か」は四段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「吹くだろう」。

Q42．答え：適当・勧誘

解説：「詠ま」は四段「詠む」の未然形＋「むず」。「いざ・もろともに」と相手を誘う勧誘。「さあ、いっしょに歌を詠

もう」。

Q43．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「少しも疑わない」。

Q44．答え：推量

解説：「鳴ら」は四段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「鳴るだろう」。

Q45．答え：意志

解説：「先立た」は四段未然形＋「むず」。一人称の意志。「先立とう」。

Q46．答え：適当・勧誘

解説：「出で」は下二段「出づ」の未然形＋「むず」。「おのおの」（皆さん）と相手に呼びかけた助言なので適当。「皆

さん、早く出かけるのがよい。遅いのはよくない」。

Q47．答え：意志

解説：「こもら」は四段「こもる」の未然形＋「むず」。主語が一人称「われ」なので意志。「私はこの山寺にこもろ

う」。

Q48．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「少しも惜しまない」。

Q49．答え：推量

解説：「晴れ」は下二段「晴る」の未然形＋「むず」。自然現象（霧）なので推量。「霧はまもなく晴れるだろう」。

Q50．答え：適当・勧誘

解説：「眺め」は下二段未然形＋「むず」。「もろともに」を伴う勧誘。「いっしょに眺めよう」。

【第3部】応用編（Q51〜Q80）

Q51．答え：婉曲・仮定

解説：連体形「むずる」＋体言「人」。婉曲。「行くような人」。



Q52．答え：推量

解説：「あら」はラ変「あり」の未然形＋「むず」の已然形「むずれ」＋「ば」。已然形＋ばは確定（〜ので）で、仮定

ではない。主語は事のなりゆき（三人称）なので推量。「そのようなこともあるだろうから、用意をしなさい」。

Q53．答え：推量

解説：「散ら」は四段未然形＋「むず」。三人称（花）なので推量。「散るだろう」。

Q54．答え：意志

解説：「捨て」は下二段未然形＋「むず」。一人称の決意で意志。「命を捨てよう」。

Q55．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「え…ず」で「逃れられない」。

Q56．答え：婉曲・仮定

解説：連体形「むずる」＋体言「身」。婉曲。「死ぬような身」。「死な」はナ変「死ぬ」の未然形。

Q57．答え：推量

解説：「降ら」は四段「降る」の未然形＋「むず」の已然形「むずれ」＋「ば」。已然形＋ばは確定（〜ので）で、仮定

ではない。雨（自然現象）なので推量。「雨が降るだろうから、傘を用意する」。

Q58．答え：推量

解説：「勝た」は四段未然形＋「むず」。三人称（敵）なので推量。「勝つだろう」。

Q59．答え：意志

解説：「帰ら」は四段未然形＋「むず」。「いかで」は下に意志・願望の言い方がくると「なんとかして」の意。話し手

自身の強い決意なので意志。「なんとかしてもう一度都へ帰ろう」。（「か」のついた「いかでか」は「どうして〜か」の

疑問・反語になることが多く、文末は「か」の結びで連体形「むずる」になる）

Q60．答え：婉曲・仮定

解説：連体形「むずる」＋体言「気色」。婉曲。「物を言いそうな様子」。

Q61．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「少しも違わない」。

Q62．答え：推量

解説：「変はら」は四段未然形＋「むず」。三人称（世の中）なので推量。「変わるだろう」。

Q63．答え：意志

解説：「仕へ」は下二段「仕ふ」の未然形＋「むず」。係助詞「こそ」の結びなので已然形「むずれ」。主語が一人称

「我」なので意志。「私こそが主君にお仕えしよう」。

Q64．答え：婉曲・仮定

解説：連体形「むずる」＋体言「人」。婉曲。「来るような人」。「来」はカ変未然形「こ」。

Q65．答え：推量

解説：「立た」は四段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「立つだろう」。

Q66．答え：意志

解説：「下ろさ」は四段未然形＋「むず」。出家の決意で意志。「髪を下ろそう（出家しよう）」。

Q67．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「え…ず」で「堪えられない」。

Q68．答え：推量

解説：「鳴ら」は四段未然形＋「むず」。三人称（鐘）なので推量。「鳴るだろう」。



Q69．答え：適当・勧誘

解説：「いざ・もろともに」を伴う勧誘。「さあ、いっしょに帰ろう」。

Q70．答え：推量

解説：「思は」は四段「思ふ」の未然形＋「むず」の已然形「むずれ」＋「ば」。已然形＋ばは確定（〜ので）で、仮定

ではない。主語が三人称「人」なので推量。「人もそう思うだろうから、このように言うのである」。

Q71．答え：推量

解説：「降ら」は四段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「降るだろう」。

Q72．答え：意志

解説：「申さ」は四段未然形＋「むず」。主語が一人称「われ」なので意志（「みづから」は「自分自身で」）。「私が自分

で申し上げよう」。

Q73．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「とうとう姿が見えない」。

Q74．答え：推量

解説：「静まら」は四段未然形＋「むず」。自然現象なので推量。「静まるだろう」。

Q75．答え：意志

解説：「参ら」は四段未然形＋「むず」。「必ず」という一人称の意志。「必ず参上しよう」。

Q76．答え：婉曲・仮定

解説：連体形「むずる」＋体言「こと」。婉曲（仮定的）。「来るようなことがあれば」。「来」はカ変未然形「こ」。

Q77．答え：推量

解説：「集まら」は四段未然形＋「むず」。三人称（人々）なので推量。「集まるだろう」。

Q78．答え：適当・勧誘

解説：「いざ・もろともに」を伴う勧誘。「さあ、いっしょに参ろう」。

Q79．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「え…ず」で「言い出せない」。

Q80．答え：推量

解説：「咲か」は四段「咲く」の未然形＋「むず」の已然形「むずれ」＋「ば」。已然形＋ばは確定（〜ので）で、仮定

ではない。三人称（花）なので推量。「花が咲くだろうから、見に出かけよう」。文末の「む」は意志。

【第4部】入試レベル（Q81〜Q100）

Q81．答え：推量

解説：「給は」は尊敬の補助動詞「給ふ」（四段）の未然形＋「むず」。三人称（主上）のこれからを人々が予測してい

るので推量。「主上はまもなく位をお譲りになるだろうと、人々は嘆き合った」。

Q82．答え：意志

解説：「遂げ」は下二段未然形＋「むず」。一人称の強い決意で意志。「なんとしても本意を遂げよう」。

Q83．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「あら」はラ変未然形。「このようなことは世にない」。

Q84．答え：推量

解説：「寄せ」は下二段未然形＋「むず」。三人称（軍勢）の予測で推量。「攻め寄せるだろう」。

Q85．答え：意志

解説：「置か」は四段未然形＋「むず」。一人称の決意で意志。「書き残そう」。



Q86．答え：婉曲・仮定

解説：連体形「むずる」＋体言「命」。婉曲。「消えるような（はかない）命」。

Q87．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「せ」はサ変未然形、「ず」は単独の打消。「まったく承知しない」。

Q88．答え：推量

解説：「満た」は四段「満つ」の未然形＋「むず」の已然形「むずれ」＋「ば」。已然形＋ばは確定（〜ので）で、仮定

ではない。潮（自然現象）なので推量。「潮が満ちるだろうから、舟を出そう」。文末の「む」は意志。

Q89．答え：適当・勧誘

解説：「見」は上一段「見る」の未然形＋「むず」。「いざ・もろともに」を伴う勧誘。「いっしょに月を見よう」。

Q90．答え：婉曲・仮定

解説：連体形「むずる」＋体言「さま」。婉曲。「成長するような様子」。

Q91．答え：意志

解説：「せ」はサ変未然形＋「むず」。一人称「我ら」の決意で意志。「討ち死にしよう」。

Q92．答え：推量

解説：「寄せ」は下二段未然形、係助詞「こそ」の結びで已然形「むずれ」。三人称（敵）の推量。「攻め寄せるだろ

う」。

Q93．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「少しも心変わりしない」。

Q94．答え：意志

解説：「逢は」は四段「逢ふ」の未然形＋「むず」。主語が一人称「われ」なので意志。「命あらば」は未然形＋ばの仮

定（生きていたら）。「生きていたら、私はまたあなたに逢おう」。

Q95．答え：婉曲・仮定

解説：連体形「むずる」＋体言「気色」。婉曲。「降りそうな様子だ」。

Q96．答え：意志

解説：「行か」は四段「行く」の未然形＋「むず」。「人はいかに言ふとも」（人がどう言おうとも）と押し通す、一人称

「われ」の決意なので意志。「人がどう言おうとも、私はこの道を行こう」。

Q97．答え：推量

解説：「沈ま」は四段未然形＋「むず」。三人称（国土）の予測で推量。「沈むだろう」。

Q98．答え：打消の助動詞「ず」

解説：「ず」が単独の打消。「え…ず」で「避けられない」。

Q99．答え：推量

解説：係助詞「こそ」の結びで已然形「むずれ」。「こそ〜已然形、」と文が切れずに下へ続くと逆接（〜けれども）に

なる。人の心の中を推し量っているので、Q92と同じく推量。「さぞそう思うだろうが、口には出さない」。文末の

「ず」は打消。

Q100．答え：意志

解説：「着か」は四段未然形＋「むず」。一人称の強い決意で意志。「なんとしても帰り着こう」。


